





Jean Potocki and his Manuscrit trouvé à Saragosse 　　　　　　　　　　　　　　　　
　This study presents the life of Jean Potocki（1781-1815）and his novel, Manuscrit 
trouvé à Saragosse, in the context of recent research results.
　Born in Poland, which will soon disappear as a result of a Russia–Prussia–Austria 
division agreement, Potocki experienced many vicissitudes. In vain, he wished to be 
recognized first as a historian and then as a politician. Having traveled extensively, he 
left many charming travel stories.
　However, posterity remembers him for his novel, Manuscrit trouvé à Saragosse. He 
began writing it merely as a pastime, but he continued to rework it up until his 
suicide. Researchers have recently discovered two different versions of this novel, one 
of which is ascribed to 1804 and the other to 1810. The versions are two contrasting 
faces of the same work, with the first being abundant, exploded, and unbridled, while 


























1　 Philippo Mazzei, Memorie della vita e delle peregrinazioni del Fiorentino Filippo Mazei, éd. Alberto 
Aquarone, Milano, 1970, p. 427. Cité par François Rosset et Dominique Triaire, Jean Potocki, 




















































































































3　 Voir Jean Potocki, Œuvres, éd. François Rosset et Dominique Triaire, Peeters, Louvain., vol. V, 
2006, p. 35.






























5　 Lettre de Stanislas August à Phillipo Mazzei du 30 octobre 1790, citée dans Potocki, Œuvres, 
























6　 Lettre à Stanislas Auguste（juillet 1792）, ibid., p.30-31.




す。」Lettre à Platon Alex. Zoubov du 15 octobre 1796, ibid., p 49.
9　 「この国でいくらか認められるためには，僕のスラヴの古代についての仕事以外に手段はない
し，これからもないのです。」Lettre à Stanislas Félix Ptocki, du 1er décembre 1795, ibid., p. 45.

























































































































16  François Rosset et Dominique Triaire,《Présentation à Jean Potocki Voyages》, GF- 





























17  Potocki, Voyage en Hollande（1789）, in Œuvres, éd. cit., vol. I, 2004, p. 68.
18  Potocki, Voyage dans l’Empire de Maroc（1792）, ibid., p. 99.
19  Voyage dans l’ Empire de Maroc, op. cit., p. 164.





























21  Voyage à Astrakan et sur la ligne du Caucase, in Œuvres, éd. cit., vol. II, 2004, p. 13-209.























































23  Roger Caillois,《préface à Manuscrit trouvé à Saragosse》, Gallimard, Paris, 1958, p. 19-20.



























館の図書室の蔵書カタログに，これらの二つの本は含まれていない。Voir Maria Evelina 
Żółtowska,《Le Manuscrit qui n’ a pas été trouvé à Saragosse》, in Le Topos du manuscrit trouvé, 
éd. Jan Herman et Fernand Hallyn, Peeters, Louvain, 1999, p. 276.
26  Voir Jean Potocki, biographie, op. cit., p. 464-465.
27  Edmund Chojecki（1822-1899）.
28  生涯を旅に送ったポトツキの軌跡を追うがごとく，『サラゴサ草稿』の一次資料はポーランド，
ロシア，フランス，スペインなどに所蔵されている。

























































33  たとえばMarcel Schneider, La Littérature fantastique en France, Fayard, Paris, 1964やJean Fabre, 
Idées sur le roman, de Madame de Lafayette au Marquis de Sade, Klincksieck, Paris, 1979など。ま
たトドロフやステンメッツもその幻想文学論で『サラゴサ草稿』を取り上げている。Tzvetan 
Todorov, Introduction à la littérature fantastique, Seuil, Paris, 1976 ; Jean-Luc Steinmetz, La 




























34  このバージョンは以下で読むことができる。《La première version du Manuscrit trouvé à 
Saragosse, in Jean Potocki à nouveau, études réunies et présentées par Émilie Klene, 

























35  この試し刷りは，現在ではサンクトペテルブルクに一部，パリに一部が残されているのみであ 
る。一九九三年にパリで一部が競売に付されたが，その後行方がわからなくなっている。一九 
一〇年にはベルリンで一部所在が確認されているが，こちらもその後行方はわかっていない。
36  この問題については次の論文を参照。François Rosset,《Pourquoi Saragosse ?》, in De Varsovie 
à Saragosse, Jean Potocki et son œuvre, éd. François Rosset et Dominique Triaire, Peeters, 



























37  Manuscrit trouvé à Saragosse（version de 1804）, éd. François Rosset et Dominique Triaire, GF-
Flammarion, Paris, 2008, p. 46.

























































39  François Rosset et Dominique Triaire,《Genèse du roman》, in Œuvres, éd, cit., vol. IV-1, 2006, p. 17.


























41  Manuscrit trouvé à Saragosse（version de 1810）, éd. cit.（GF-Flammarion）, p. 93.
42  例えば以下を参照。François Rosset et Dominique Triaire,《Présentation》, Œuvres, éd. cit., 































44  Lettre à Platon Alex. Zoubov du 10 juillet 1796, ibid., p. 47.
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いる。主人公アルフォンスは，ゴメレス一族があちこちにはりめぐらせた
試練をひとつひとつ乗り越え，最後にこの一族の秘密に達する。アルフォ
ンスの身を通して，キリスト教徒のゴメレスとムスリムのゴメレスとが一
体となるところでこの小説は大団円を迎える。
　『サラゴサ手稿』の一八一〇年版はこうして見事に完結するわけだが，
その反面，失ったものも多い。とりわけ一七九四年版，一八〇四年版にお
いて，あれほどの魅力をたたえていた「さまよえるユダヤ人の物語」がそっ
くり削除されているのは，いかにも残念である。通常，さまよえるユダヤ人，
別名アースヴェリュスとは，十字架を背負ってゴルゴタの丘を登るイエス・
キリストを侮辱した廉で，最後の審判の日まで地上を彷徨い歩く運命を担
わされた人物のことを指す。不死となり，故郷と安息を失ったこのユダヤ
人の伝説は，多くの文学者や画家によって取り上げられている45。通常芸
術家たちが描き出すのは，さまよえるユダヤ人がイエスを侮辱した後の放
浪の経緯となるが，ポトツキの独自性はむしろその少年時代を語ることに
ある。共和制末期のローマの政情，古代エジプトの信仰の秘儀，そして何
よりも少年アースヴェリュスとゲルマヌスの友情など，ポトツキの語る「さ
まよえるユダヤ人の物語」は，実にみずみずしい魅力に満ちている。
　ポトツキの生涯と，彼の残した小説とを比べてみると，互いに相反する
ベクトルが作用していることがわかる。ポーランドというヨーロッパの東
部に生をもうけたポトツキは，その後ロシア皇帝に仕え，この大国が今後
コーカサスやシベリアに向けてどのように勢力を伸ばしていくかについて
常に考えをめぐらせている。彼の目は間違いなく，遠く北京にまで達して
いる。だからこそ，ロシア政府の中国使節団がウランバートルで道半ばに
して引き返したとき，あれほどの怒りと絶望をあらわにしたのである。そ
の一方で，『サラゴサ手稿』の主な舞台となるのはスペインのシエラ・モ
45  「さまよえるユダヤ人」の伝説は，中世のドイツに起源を持ち，以降ヨーロッパ各地に民間伝
承として広がった。このテーマを取り上げた芸術家はゲーテからアポリネールまで，ギュスター
ヴ・モローからシャガールまで枚挙に遑が無い。とりわけ十九世紀半ばのフランスで新聞に連
載されたウジェーヌ・シューの小説は，この世紀最大の成功作のひとつに数えられる。
ヤン・ポトツキと『サラゴサ手稿』
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レナ山脈であり，ヨーロッパの西部となる。物語は地中海全域に及ぶが，
時として大西洋を渡り，新大陸アメリカにまで達する。つまりポトツキの
生涯においては東へ東へ向かう力が，小説世界においては西へ西へ向かう
力が働いているのである。そして，このふたつの力の起点となるのは，い
ずれもポトツキの故郷ポドリアである。彼の生涯と作品の独自性は，やは
りこの土地に由来しているのである。
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